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~Explore our local community and ourselves~ 

第４回「探究サロン」が行われました。 

「探究サロン」とは、様々な分野で活躍する社会人、卒業生、大学生を講師として招き、生徒が自身

の生き方や将来の職業選択についての意識を高める機会として提供する場です。放課後定期的に開

催しています。第４回目となる今回は「中津川市の地球温暖化対策への取り組み」をテーマとし、中津

川市役所環境政策課の鈴木唯仁様に講師を務めていただきました。鈴木さんは岐阜県の地球温暖化

防止活動推進員も兼務しておられます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 鈴木さんは中津川市の 15 地区の自治会を周り、地球温暖化について講話したり、自分達

でもできる取り組みについて紹介しています。今回の本校における講話では、世界規模での

地球温暖化の発生のメカニズムやパリ条約についての説明がありました。また国内の取り組

みを SDGｓの観点からお話いただき、中津川市の取り組みについても詳しくお伝えいただ

きました。 



 ここで、私たちでも毎日の生活で無理なく省エネで快適な生活が送れるヒントについ

て教えていただいたので、皆さんにシェアします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記のポイントに加え、３R（Reduce:減らす、Reuse:繰り返し使う、Recycle:再生利用する）を意識し

た日常生活、そして 3切り運動で食品ロスにアプローチする方法についても教えていただきました。 



 

参加生徒から寄せられた感想を掲載します。 

・３R だけでなく、３きりということばを初めてきいて他にも簡単にできる節電方法などがあるという

のを知ったので活用したい。 

・思っている以上に地球温暖化が深刻な問題になっていることに驚きました。 

・環境に関する仕事は多くあるということが印象的でした。将来の選択肢が増えてよかったです。 

・意外と身近なことを意識することで CO2 が削減できることです。シャワーを 1 分間流しただけ  

10 リットル以上の水を消費してしまうことに驚きました。 

・日本人の 1人あたりの二酸化炭素の排出量が多くて驚きました。国として二酸化炭素を減ら 

そうと動ける未来になるといいと思いました。 

・身近で出来ることが想像以上に多く簡単であったことが特に印象的でした。 
・1 人 1 人が意識することが地球温暖化を食い止めるために必要なことなので、お風呂の水や電

気など身近なところから気にかけることが必要だと思いました。 

・電気を節約するという気持ちが全然足りてないと思ったのでこれから生活の中で節約できるよう

にしていきたいと思いました。 
 

鈴木さんが環境省出向時代に企画監修した 

「こども環境白書」を手に取り記念撮影 

鈴木さんが環境省出向時代に企画監修された 

「こども環境白書 2012」を手に記念撮影 


